
４
日
、
日
本
共
産
党

山
形
県
委
員
会
と
県
議

団
は
、
県
に
対
し
、
年

末
年
始
に
向
け
た
「
県

民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
守
る
」
緊
急
要
望
を

行
い
、
高
橋
節
副
知
事

が
対
応
し
ま
し
た
。

要
望
内
容
は
、
①
雇

用
や
福
祉
な
ど
の
総
合

的
相
談
に
対
応
で
き
る

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ･

サ
ー

ビ
ス
」
を
実
施
す
る
こ

と
、
②
生
活
保
護
制
度

に
つ
い
て
、
年
末
年
始

の
特
別
体
制
、
申
請
権

を
侵
害
し
な
い
対
応
、

自
動
車
保
有
の
弾
力
的

運
用
な
ど
を
関
係
機
関

に
徹
底
す
る
こ
と
、
③

福
祉
灯
油
を
実
施
す
る

こ
と
、
④
「
派
遣
切
り
」

を
や
め
さ
せ
、
大
企
業
・

誘
致
企
業
へ
雇
用
増
の

要
請
を
行
う
こ
と
、
⑤

雇
用
創
出
に
引
き
続
き

取
り
組
む
こ
と
、
⑥
雇

用
保
険
の
失
業
者
給
付

の
「
全
国
延
長
給
付
」

の
発
動
を
求
め
る
こ
と
、

な
ど
９
項
目
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

高
橋
副
知
事
は
、「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ･

サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
「
そ
の
趣
旨

に
沿
っ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
答
え
、「
雇

用
や
経
済
状
況
に
つ
い

て
、
我
々
も
実
態
把
握

に
努
め
て
い
る
。
新
規

高
卒
者
の
就
職
支
援
も

打
ち
出
し
た
。
生
活
保

護
に
つ
い
て
も
実
情
を

つ
か
ん
で

い
き
た
い
」

と
述
べ
ま

し
た
。

２００９年１２月１３日 渡辺ゆり子活動報告

今
年
も
、
も
う
12
月

で
す
。
こ
の
間
、
多
く

の
労
働
者
が
失
業
し
、

受
け
て
い
た
失
業
給
付

が
切
れ
る
人
、
失
業
給

付
さ
え
対
象
と
な
ら
な

い
人
も
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
精
神
的

に
追
い
詰
め
ら
れ
親
子

心
中
に
至
っ
た
と
思
わ

れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い

ま
す
。
自
公
政
権
が
つ

く
っ
た
「
訓
練･

生
活
支

援
給
付
金
」
は
使
い
勝
手
が
悪
く

認
定
が
わ
ず
か
。
住
宅
手
当
も
対

象
と
な
ら
な
い
人
や
、
制
度
を
知

ら
な
い
人
も
多
く
い
ま
す
。

新
政
権
は
モ
デ
ル
的
に
11
月
30

日
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
デ

イ
と
し
て
相
談
対
応
し
ま
し
た
が
、

雇
用
に
関
す
る
緊
急
支
援
が
痛
切

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共

産
党
は
、
数
兆
円
に
上
る
雇
用
保

険
の
積
立
金
を
活
用
し
て
、
失
業

給
付
の
「
全
国
延
長
給
付
」
を
直

ち
に
発
動
す
る
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

年
末
の
緊
急
支
援
と

雇
用
対
策
、
社
会
保
障
の
拡
充
な

ど
一
刻
も
早
く
国
民
に
示
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
人
間
ら
し
く
働
け
る
ル
ー
ル

の
確
立
を
」
の
声
を
あ
ふ
れ
さ
せ

た
い
。
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安心の年越し対策を

求められる政府の決断 ゆ
り
子

の
視
点

２
日
の
定
例
会
開
会

日
、
２
０
０
８
年
度
一

般
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て
、
日
本
共
産
党
県

議
団
を
代
表
し
て
反
対

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

反
対
理
由
と
し
て
、

①
斎
藤
前
県
政
の
「
改

革
」
４
年
目
に
あ
た
り
、

国
の
「
構
造
改
革
」
と

一
体
に
県
政
運
営
が
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
、
②

福
祉
や
暮
ら
し
に
関
わ

る
補
助
金
カ
ッ
ト
な
ど

県
民
に
痛
み
を
押
し
付

け
、
知
事
選
で
「
ノ
ー
」

を
突
き
つ
け
ら
れ
た
こ

と
、
③
多
額
の
研
究
支

援
が
温
存
さ
れ
て
い
る

点
を
述
べ
、
ま
た
、
最

上
小
国
川
ダ
ム
建
設
に

関
わ
る
温
泉
影
響
調
査

は
不
十
分
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
ま
し
た
。

■

県
議
会
へ
の

提
出
議
案

今
議
会
へ
提
出
さ
れ

た
の
は
、
補
正
予
算
が

９
件
、
そ
の
他
、
理
容

所･

美
容
所
に
お
い
て
衛

生
上
必
要
な
措
置
を
定

め
る
条
例
改
正
や
、
県

立
酒
田
新
高
校
の
学
校

08
年
度
決
算
認
定
に
反
対
討
論

共
産
党
県
委
員
会･

県
議
団
が
緊
急
要
望

12
月
県
議
会

２
日
、
来
年
度
予
算
に

関
わ
る
部
局
別
要
求
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
を
作
成

す
る
ま
で
の
約
２
ヵ
月
余

り
で
、
さ
ら
に
絞
り
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
国
の
概
算

要
求
や
事
業
仕
分
け
の

予
算
へ
の
反
映
な
ど
不

確
定
要
素
が
多
く
、
予

算
規
模
の
見
通
し
が
困

難
と
し
て
い
ま
す
。

伸
び
が
大
き
い
の
は

教
育
庁
で
、
酒
田
新
高

校
や
特
別
支
援
学
校
の

整
備
、
少
人
数
学
級
編

成
事
業
、
私
立
高
校
の

就
学
支
援
事
業
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
で
は
、
介

護
に
関
わ
る
施
設
整
備
や

職
員
の
処
遇
改
善
の
基
金

事
業
、
子
ど
も
政
策
室
で

は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
給
付
の
対
象
者
を
父
子

家
庭
に
ま
で
拡
充
、「
子
育

て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の

拡
充
な
ど
が
要
求
さ
れ
て

い
ま
す
。

農
林
水
産
部
で
は
、

引
き
続
き
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
方
式
の
支
援
、
園

芸
産
地
活
性
化
支
援
事

業
な
ど
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
。

土
木
部
で
は
、
道
路

施
設
の
長
寿
命
化
対
策

事
業
な
ど
と
と
も
に
、

最
上
小
国
川
ダ
ム
の
建

設
工
事
に
関
わ
る
事
業

費
が
要
求
さ
れ
て
い
ま

す
。

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、

新
年
度
予
算
編
成
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ

た
県
民
要
望
を
踏
ま
え
た

も
の
と
な
る
よ
う
、
一
層
、

力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

用
地
取
得
、
県
あ
か

ね
ヶ
丘
陸
上
競
技
場

の
指
定
管
理
者
の
指

定
な
ど
、
合
わ
せ
て

20

件
の
議
案
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
低
所
得
者

に
対
す

る
助
成
や
、

来
春
の
高
校
卒
業
予

定
者
の
就
職
支
援(

企

業
へ
の
奨
励
金)

、

雇
用
増
を
図
る
た

め
の
予
算
措
置
と

一
般
職
の
給
与
引

き
下
げ
に
よ
る
人

件
費
補
正
で
、
合

わ
せ
て
補
正
総
額

26
億
１
６
０
０
万

円
の
減
額
と
な
り
、

今
年
度
の
累
計
予

算
額
は
６
４
０
０

億
１
５
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
。

来年度予算の動向は？

●ゆり子県議の反対討論(動画、大要)はホー
ムページでご覧になれます。

http://www2.ocn.ne.jp/~yuriko9/

「ワンストップ･サービス」、生活保護申請権の保障など

県へ緊急要望する(左から)本間書記長、笹山県議団長、

(1人おいて)ゆり子県議＝4日、県庁


